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令和６年度岐阜県原子力防災訓練について 

１ 目 的 

原子力災害発生時における県の初動体制と本部運営体制の確認、

並びに国・県・市町村・関係機関との連携体制の強化 

 

平成２４年度から住民参加型の実動訓練を実施（１３回目） 
 
 

２ 日 時 

令和６年１１月１６日（土） ７：３０～１２：００ 
 
 
３ 主 催 

  岐阜県、揖斐川町 
 
 
４ 参加・協力機関（順不同） 

県警察、静岡県、揖斐川町、本巣市、内閣府、原子力規制庁、陸上

自衛隊第 35普通科連隊、自衛隊岐阜地方協力本部、揖斐郡消防組

合消防本部、揖斐郡医師会、揖斐郡薬剤師会、岐阜県診療放射線

技師会、岐阜大学医学部附属病院、関西電力(株)、中部電力パワ

ーグリッド(株)、日本赤十字社岐阜県本部、岐阜県バス協会 等  

              参加者：約４６０名 
 

５ 訓練概要 

（１）訓練想定 

関西電力㈱美浜発電所３号機で地震に起因する事故が発生し、

放射性物質が漏えい。漏えいした放射性物質が揖斐川町に流入し、

同町坂内地区において原子力災害対策指針で定める一時移転基準

（20μSv/h）を超過 

また、地震のあった揖斐川町内の国道３０３号に土砂が流入し

て通行不能となり、坂内地域で一時孤立 
 

（２）今回訓練のポイント 

○本部運営訓練 

・原子力災害の発生に伴い設置された県災害対策本部（県庁５

階の危機管理フロア）に緊急対策チームが参集し、チーム間

や外部機関等との連携手順を丁寧に確認 
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・能登半島地震を踏まえて、道路啓開による孤立解消やモニタ

リングポスト欠測の対応、避難所運営の支援手続き等を確認 
 

〇現地実動訓練 

・住民参加のもと、屋内退避から一時移転に至るまでの一連の

訓練を実施 

・避難退域時検査・簡易除染訓練では、静岡県の協力を得て、

車両用ゲート型モニタを設置し、車両検査を実施 
 
 

６ 訓練内容 

（１）本部運営訓練 

①災害対策本部本部員会議訓練 

・揖斐川町災害対策本部において、ＵＰＺを

含む坂内地域住民の一時移転に向けた準

備・体制を検討 

 

 

 

・その後、国からの一時移転指示を受けて開

催する第４回県災害対策本部員会議におい

て、一時移転の実施方針等を決定 

 

 

 

 

 

②県災害対策本部運営訓練  

・県災害対策本部に参集した緊急対策チーム

が、国のオフサイトセンターや原子力事業

者から送られる情報を整理し、関係機関へ

伝達するとともに、県の一時移転実施方針

案を作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 1）揖斐川町災対本部 

（写真 2）県災対本部(本部員会議) 

（写真 3）県災害対策本部訓練 
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（２）現地実動訓練 

①屋内退避及び放射線防護施設の設備操作 

・維持訓練  

・揖斐川町坂内地域住民による屋内退避（自

宅退避、放射線防護施設への退避） 

・放射性物質が建物内へ流入することを防ぐ

陽圧化装置の緊急時起動手順の確認 

・陽圧化装置起動に伴う施設内の維持管理方

法の確認 

 

 

 

②一時移転訓練 

・バスによる一時移転対象者の避難退域時検

査会場・避難所への移送 

・県警パトカーの先導及び通行規制の実施 

 

 

 

 

 

・自衛隊車両による体調不良者の避難退域時

検査会場・避難所への移送 

 

 

 

 

 

 

・避難所の開設、運営 

（パーテーションテント、簡易トイレを住

民が自ら設営） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 4）陽圧化装置の起動確認 

（写真 5）バスによる移送 

（写真６）自衛隊車両による移送 

（写真 7）避難所の設営訓練 
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③緊急時モニタリング訓練 

・県下全域での固定型モニタリングポストに

よる空間線量率の測定 

・県が設定したモニタリングルート上の測定

地点を職員が巡回し、空間線量率を測定 

 

 

 

・揖斐川町坂内川上地区への可搬型モニタリ

ングポストの設置・測定 

 

 

 

 

 

・揖斐川町内での環境試料の採取と県保健環

境研究所での放射性物質の測定・分析 

 

 

 

 

 

④屋内退避広報訓練  

・揖斐川町における、様々な手段（防災行政

無線、戸別受信機、広報車など）を用いた

屋内退避広報の実施 

・付帯訓練として、参加を希望する原子力災

害対策強化地域の市町と連携した、災害時

広報を想定した図上訓練の実施 

（実施団体：本巣市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 8）定点モニタリング 

（写真 11）エリアメール 

（写真 9）可搬型の設置・測定 

（写真 10）環境試料（土壌）採取 
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⑤安定ヨウ素剤模擬服用訓練 

・ヨウ化カリウム、単シロップ等薬剤を準備

し、一時移転を行う住民向けの安定ヨウ素

剤を模擬調合 

 

 

 

 

 

・医師による服用対象者への模擬問診を実施

し、安定ヨウ素剤を模した飴を住民に対し

て配布 

 

 

 

⑥避難退域時検査・簡易除染訓練 

・静岡県の協力によって、車両用のゲート型

モニタを使用し、車両検査を実施 

 

 

 

 

 

・基準値を超えた箇所については、ウェット

ティッシュ等を使っての拭き取りによる車

両除染を実施 

 

 

 

 

 

・住民の汚染検査を実施し、基準値以下でな

い住民に対しては、脱衣、ふき取りによる

簡易除染を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 13）安定ヨウ素剤模擬配布 

（写真 14）ゲート型モニタを使った

車両検査 

（写真 16）住民の汚染検査 

（写真 15）車両除染の実施 

（写真 12）安定ヨウ素剤の調合 
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⑦原子力災害医療訓練 

・原子力災害拠点病院である岐阜大学医学部

附属病院における汚染傷病者の受入れ訓練 

 

 

 

 

 

 

⑧避難者情報管理システムを活用した実動 

訓練 

・避難者情報管理システムを活用し、安定ヨ

ウ素剤配布場所等における住民の受付情報

や避難退域時検査情報をシステム上に登録 

 

 

 

・県、揖斐川町において上記の情報を情報端

末から瞬時に把握し、共有することで業務

を効率化 

 

 

 

 

⑨住民への普及啓発 

・県の原子力防災に関するパンフレットを配

布し、普及啓発講座（能登半島における被

害状況、放射線や原子力防災に関する基礎

知識）の開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 17）汚染傷病者の受入れ 

（写真 18）システムによる確認 

（写真 20）住民への普及啓発 

（写真 19）住民の避難情報を端末 

から把握、共有 


